
 

 

 

 

 

 

 

5月 19日(日)に幕張メッセで「日本地球惑星科学連合２０１３」が開催されました。大学・企業の研究者

の方が主に参加する学会です。そのなかに高校生が気象・地震・地球環境・地質・太陽系などの分野の研究

をポスター形式で発表する「高校生セッション」があります。本校から３年生理数科課題研究の『謎の湖 蟠

竜湖の成因を探れ！』チームが参加しました。 

「高校生セッション」には全国の４０校から計６７件の発表があり、各ブースでは熱のこもったポスター

セッションが行われました。また、全国、海外からも研究者が集まっており、多くの会場で地球惑星科学に

関する発表や講演が行われていました。地球を取り巻く環境や地球誕生のなぞなどについて、各方面の最先

端を行く専門家が一堂に集まって議論する日本最大のイベントであると感じました。今後もこのような機会

があれば積極的に生徒が足を運んでいくべきだと感じました。（教諭 原克美） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本地球惑星科学連合２０１３ 

         高校生セッション 
日時：平成 25年 5月 19日（日） 

会場：幕張メッセ 


